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ガボン共和国月報（２０１５年１２月）

２０１５年１２月号

在ガボン日本国大使館

主な出来事

【内政】

●特別裁判所の解体

●新党ＦＲ結成

【外政】

●ボンゴ大統領によるＦＯＣＡＣ首脳級会合出席

●ボンゴ大統領のギニア，ブルキナファソ訪問

【経済】

●コミログ社による２０１５年会計の発表

●Airtel ガボン社による４Ｇ ＬＴＥ回線導入

●ＩＭＦミッション：ガボン経済報告

【内政】

１ 特別裁判所の解体

４日，憲法裁判所は，国内司法機関及び司法機能に係る２０１５年８月１１日付の決定

N15/PR/2015 を取消し，特別裁判所（経済・金融・貿易犯罪所管裁判所，労働裁判所，特別

高等裁判所等）の解体を決定した。（７日付ＵＮ）

２ ＡＤＥＲＥ党内分裂

８日，ポールジャンティにおけるＡＤＥＲＥ（野党系）の有力党員たちは， ディジョブ・

ディヴンギ・ディ・ンディンゲ元副大統領（オマール・ボンゴ大統領時代）の支持を取り

やめ，フローランタン・ムサブ国民教育・技術教育大臣（ＡＤＥＲＥ党首）及びアリ・ボ

ンゴ大統領への支持を宣言した。（９日付ＵＮ）

３ 新党ＦＲ結成

結束愛国心前線(ＦＰＵ)，ガボン国家党（ＰＮＧ），国民連帯連合（ＲＳＮ），ガボン民主

連合（ＵＧＤ）は，新政党「共和戦線（le Front Républicain：ＦＲ）」を新たに結成した。

ＦＲに加盟した政党は，政党間の協調戦略のもと，共通の政治目的達成に向けて党方針を

決定する。（９日付ＵＮ）

４ ボンゴ大統領によるオグエ・ロロ訪問

１５日，アリ・ボンゴ大統領は，オグエ・ロロ州を訪問し，地方農業振興政策（ＧＲＡＩ

ＮＥ）の正式開始を発表した。（１６日付ＵＮ）

【外政】

１ ボンゴ大統領によるＦＯＣＡＣ首脳級会合出席
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４日，アリ・ボンゴ大統領は，中国・アフリカ協力フォーラム（ＦＯＣＡＣ）に出席し，

習近平国家主席との会談にて，投資及び二国間協力関係について議論を行った。習近平国

家主席は，ガボン人奨学生の増加及びガボン経済改革に向けて３０億ドルの財政支援を約

束し，アリ・ボンゴ大統領は，２０１７年のアフリカ・ネーションズ・カップ開催に向け

て，ポールジャンティ及びオイエムにおけるスタジアム建設への協力を要請した。また，

レジ・イモンゴ・タタガニ・ガボン持続可能な経済開発・投資促進・計画大臣は，同会合

にて，中国工商銀行及び中国エグジム銀行との間でポールジャンティ，オイエムにおける

スタジアムの建設及びMbenga-Farasol間の道路建設に係る融資協定３件に署名した。（４

日付，５日付，７日付ＵＮ）

２ ガボン・ＥＵ協力

当地ＥＵ大使は記者会見を開き，ガボンでの多様な分野における政治協力，二国間貿易協

力，国際協力事業について発表した。ＥＵは，２０１４－２０２０年の間，第１１回欧州

開発基金（約３億５０００万ユーロ）の枠組みのもと，国家・地域レベルでの支援を実施

し，ガボンにおける平和と安全の維持，経済・貿易統合，自然資源，生物多様性の管理に

貢献してきたほか，ガボン・ＥＵ漁業協定，森林管理協定を新たに締結し，連携を強化し

ている。（８日付ＵＮ）

３ ボンゴ大統領によるギニア訪問

１４日，アリ・ボンゴ大統領はギニアを訪問し，アルファ・コンデ大統領就任式に出席し

た。（１５日付ＵＮ）

４ ボンゴ大統領によるブルキナファソ訪問

２９日，アリ・ボンゴ大統領はブルキナファソを訪問し，ロシュ・カボレ新大統領の就任

式に出席した。（３０日付ＵＮ）

【経済】

１ 中国 Heng Chang Timber による木材加工工場の建設

中国 Heng Chang Timber 社は，マコクにおける木材加工工場の建設計画を発表した。政府

による丸太材の輸出禁止措置により，国内木材加工の産業化が進展し，ＧＤＰのうち木工

品の占める割合は，２００９年の０．９％から２０１３年の２．３％に増加している。（２

日付ＧＲ）

２ コミログ社による２０１５年会計の発表

ガボン・コミログ(Comilog)社は，２０１５年会計を公開し，マンガン価格の低下，中国経

済成長の停滞，南ア及びオーストラリア貨幣の平価切り下げといった国際経済危機の影響

を受けつつも，６９万トンのマンガン鋼製造目標を達成した旨発表した。（１０日付ＧＲ）

３ 鉱山・産業省による金採掘法に係る三者協議の開催

９日，ルファン・マーシャル・ムサヴ鉱山・産業大臣は，オートオグエ州バクドゥ地域の

シアン化法による金採掘を検討するため，右採掘法を提案した Ressources Golden Gram（Ｒ
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ＧＧ）社及びレココ県の地域代表との間で三者協議を開催し，安全性等について意見交換

を行った。（１０日付ＧＲ）

４ 証券監督者国際機構の中部アフリカ金融市場監視委員会への加盟

１０日，中部アフリカ金融市場監視委員会（ＣＯＳＵＭＡＦ）取締役会が開催され，証券

監督者国際機構（ＯＩＣＶ）の加盟が決定された。ＯＩＣＶの加盟により，公正かつ透明

性の高い市場の実現，不正行為への取締，投資家保護の強化，ひいては，中部アフリカ経

済通貨共同体（ＣＥＭＡＣ）における金融市場インフラの確立が期待される。（１１日付Ｇ

Ｒ）

５ Airtel ガボン社による４Ｇ ＬＴＥ回線導入

１０日，Airtel ガボン社は，パストール・ングア・ヌム・デジタル経済大臣及び通信・郵

政規制担当局（ＡＲＣＥＰ）立会いのもと，４Ｇ ＬＴＥ回線の導入発表会を開催した。４

Ｇ回線の導入により，通信速度の高速化及びインターネット環境の改善化が図られる。４

Ｇ回線の初期サービスエリアは，リーブルビル，アカンダ及びオウェンドであり，２か月

後には，ポールジャンティ，フランスビル及びモアンダまで拡充される予定。（１１日付Ｕ

Ｎ，１１日付ＧＲ）

６ ＩＭＦミッション：ガボン経済報告

１１月３０－１２月１０日，ＩＭＦミッションは当地を訪問し，ガボン経済の課題，ガボ

ン経済成長等につき報告を行った。右ミッションの報告書は，非石油部門の開発の促進，

国内財政の効率化，銀行支援策の早期実施等の構造改革を求めているほか，経済情勢の悪

化を踏まえた予算編成がなされていないことが，経済成長見込みの低下原因となっている

旨伝えている。（１２日付ＧＲ）

７ 採取産業透明性イニシアティブ（ＩＴＩＥ）による市民社会向けアトリエの開催

１７日，採取産業透明性イニシアティブ（ＩＴＩＥ）グループは，リーブルビルにて，市

民社会向けアトリエを開催した。２０１３年に加盟国の権利を剥奪された後，ガボンは，

ＩＴＩＥ再加盟に向け働きかけを行い，今般，再加盟を果たしている。（１８日付ＧＲ）

出典：ＰＲ（大統領府公式ＨＰ）,ＵＮ（ユニオン紙）,ＧＭ(ガボン・マタン紙)､ＧＮ（ガ

ボン・ニュース電子版ニュース），ＡＦＰ，ＧＡ（Gabonactu.com），ＧＲ（ガボン・レヴユ

ー電子版ニュース），ＬＧ（ル・ガボン電子版ニュース），ＧＥ（ガボン・エコ電子版ニュ

ース）


